
主
な
記
事
│
│
│
│
│
│
。

特
集

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
│
２

住
民
参
加
、
利
用
者
本
位
の
地
域
福
祉
実
現
に
向
け
て

〜
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業

３
年
間
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て
〜
│
４

共
同
募
金
配
分
金
充
当
事
業
の

実
施
内
容
と
成
果
│
│
│
６

広
げ
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

〜
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介
〜
│
７

お
知
ら
せ

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
８

平
成
二
十
年
度
事
務
局
体
制

│
│
│
│
│
│
９

皆
様
の
善
意

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
102008 7.15
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成
に
努
め
た
ほ
か
、
メ
イ
ン
会
場
を
含
め
、

七
市
町
村
の
十
三
競
技
会
場
で
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
の
設
置
・
運
営
を
行
い
、
他
県
選
手
団

と
県
民
と
の
交
流
に
大
き
な
成
果
を
収
め
た
。

○
本
会
の
事
業
や
運
営
情
報
、
福
祉
情
報
等

を
提
供
す
る
た
め
、
広
報
紙
「
社
会
福
祉
あ

き
た
」
の
発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
内

容
充
実
に
努
め
た
。

な
お
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
件
数
は
、
年
間
六
万
九
百
五
十
八
件(

前

年
対
比
約
二
十
三
％
増)
に
の
ぼ
る
な
ど
、

多
く
の
方
々
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
福
祉
情
報
提
供
機
能
や
最
新
情
報

の
迅
速
な
掲
載
な
ど
、
引
き
続
き
内
容
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

○
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
、
県
及
び
市

町
村
へ
の
政
策
提
言
活
動
を
行
っ
た
。
特
に

県
に
対
し
て
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
高
騰

し
た
重
油
や
灯
油
代
へ
の
助
成
を
要
望
し
た

ほ
か
、
能
代
市
が
計
画
中
の
母
子
生
活
支
援

○
生
活
福
祉
資
金
は
、
二
百
三
十
一
件
の
貸

付
が
あ
り
、
低
所
得
階
層
の
生
活
支
援
の
た

め
の
資
金
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

償
還
率
は
三
十
三
・
二
％
で
あ
っ
た
が
、
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
一
体
と
な
っ
て
償

還
指
導
に
取
り
組
み
、
十
六
市
町
村
で
実
施

し
た
結
果
、
滞
納
解
消
へ
の
効
果
が
少
し
ず

つ
現
れ
て
き
て
い
る
。

○
児
童
虐
待
の
防
止
や
早
期
発
見
・
早
期
対

応
を
図
る
た
め
、
県
内
三
地
区
（
県
北
・
中

央
・
県
南
）
で
児
童
虐
待
防
止
研
修
会
を
開

催
、
地
域
社
会
で
の
取
り
組
み
方
策
な
ど
の

提
言
や
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

○
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
経
営
指
導

事
業
に
お
い
て
は
、
相
談
件
数
が
三
百
三
件

と
ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な
っ
て
い
る
。

健
全
経
営
の
基
盤
づ
く
り
に
向
け
た
取
組

み
で
は
、
経
営
改
善
支
援
事
業
や
外
部
監
査

制
度
の
た
め
の
試
行
事
業
に
着
手
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
次
年
度
以
降
、
事
業
の
早
期
確

立
を
図
る
。

○
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
」
は
、
能
代

市
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
新
た
に
能
代
山
本

地
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
県

内
四
カ
所
の
セ
ン
タ
ー
と
一
体
と
な
っ
て
、

利
用
者
の
掘
り
起
こ
し
や
活
用
の
促
進
を
図

っ
た
。
そ
の
結
果
、
相
談
件
数
は
二
千
六
百

三
十
件
と
前
年
度
よ
り
増
加
し
、
新
規
契
約

件
数
で
も
六
十
八
件
（
前
年
度
比
三
十
六
％

増
）
と
な
っ
た
。

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
で
は
、
従
来
の
認
知
症
高
齢
者
グ
ル

○
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
の
支
え
合
い
を
め

ざ
し
た
「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事

業
」
の
三
年
目
は
、
二
十
五
市
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
の
実
践
に
、
本
会
役
職
員
に
よ
る

現
地
支
援
を
延
べ
八
十
二
回
実
施
し
た
。

ま
た
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を

美
郷
町
で
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
二
百
四
十

名
が
参
加
、
実
践
の
啓
発
促
進
に
努
め
た
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
教
育
の
推
進
に
お

い
て
は
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に
向
け
モ
デ

ル
指
定
に
よ
る
支
援
の
ほ
か
、
各
種
研
修
・

体
験
事
業
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
九
月
に
県
北
部
で
発
生
し
た
豪
雨

災
害
で
は
、
本
会
に
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
」、
北
秋
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
・
も
り
よ
し
地
域
セ
ン
タ
ー
内
に
県
内

で
初
め
て
「
現
地
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、
本
会
職
員
延
べ
五
十

一
名
が
現
地
支
援
に
あ
た
っ
た
ほ
か
、
十
日

間
で
千
二
百
名
を
超
え
る
県
内
外
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
復
興
支
援
活
動
を
展
開
し
た
。

さ
ら
に
、「
第
七
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（
秋
田
わ
か
杉
大
会
）」
で
は
、
選

手
団
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
会
サ
ポ
ー
タ
ー
養

施
設
建
替
え
に
対
す
る
要
望
書
を
県
母
子
福

祉
協
議
会
長
と
と
も
に
直
接
市
役
所
を
訪
問

し
提
出
、
協
力
を
求
め
た
。

○
福
祉
保
健
研
修
部
門
で
は
、
二
十
四
コ
ー

ス
二
十
六
回
の
研
修
を
実
施
し
、
施
設
種
別

や
業
種
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
キ
ャ
リ
ア

に
基
づ
く
階
層
別
研
修
と
し
て
、
福
祉
保
健

従
事
者
の
資
質
向
上
を
図
っ
た
。

ま
た
、
自
主
研
修
事
業
で
は
、
介
護
福
祉

士
、
介
護
支
援
専
門
員
の
国
家
試
験
対
策
を

主
と
し
た
準
備
講
習
会
及
び
模
擬
試
験
を
実

施
し
、
国
家
資
格
取
得
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。

○
福
祉
保
健
人
材
部
門
で
は
、
求
人
求
職
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直
接
登
録
で
き
る

C
O
O
L

シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
た
こ
と
に
伴

い
、
事
業
所
の
登
録
促
進
を
目
的
に
四
十
六

カ
所
の
施
設
訪
問
を
実
施
し
た
。

ま
た
、「
人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
、
事
業
所
に
お
け
る
人
材
育
成
や
定
着
率

の
向
上
に
む
け
て
の
意
識
啓
発
を
図
っ
た
。

○
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
策
定
に
向
け

て
、
三
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
助
成
し

た
ほ
か
、「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進

事
業
」
を
通
じ
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の

存
在
意
義
を
浸
透
さ
せ
、
そ
の
実
践
を
図
る

推
進
会
議
や
研
修
の
実
施
、
広
域
・
個
別
支

援
の
強
化
に
努
め
た
。

2

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
報
告
及
び
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
報
告
及
び
決
算 

平
成
十
九
年
度

平
成
十
九
年
度 

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
報
告
及
び
決
算 

平
成
十
九
年
度 

Ｉ 

さ
さ
え
あ
う
福
祉 

（
住
民
参
加
に
よ
る
支
え
合
い
の 

　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
） 

Ⅱ 

わ
か
り
や
す
い
福
祉 

 

（
県
民
や
会
員
に
対
す
る
情
報
公
開
・ 

　
　
情
報
提
供
機
能
の
強
化
を
目
指
し
て
） 

Ⅲ 

み
ん
な
で
考
え
る
福
祉 

（
調
査
研
究
の
取
り
組
み
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
化
を
目
指
し
て
） 

Ⅳ 

資
質
を
高
め
る
福
祉 

（
マ
ン
パ
ワ
ー
の
資
質
の
向
上
と
確
保
） 

Ⅴ 

と
も
に
歩
む
福
祉 

（
社
会
福
祉
法
人
や
多
様
な
社
会
福
祉 

　
　
事
業
者
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
る 

　
　
　
　
福
祉
基
盤
の
充
実
を
目
指
し
て
） 

 

Ⅵ 

安
心
し
て
利
用
で
き
る
福
祉 

（
権
利
擁
護
事
業
の
推
進
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
質
の
向
上
を
目
指
し
て
） 



ー
プ
ホ
ー
ム
外
部
評
価
事
業
に
加
え
、
新
た

に
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
対

象
に
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価

機
関
と
し
て
評
価
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
調
査
公
表

機
関
で
は
、
新
た
に
三
サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ

れ
、
全
十
二
サ
ー
ビ
ス
、
百
五
十
五
カ
所
の

調
査
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
機
関
と

し
て
評
価
に
取
り
組
み
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
に
資
し
た
。

○
あ
り
方
検
討
委
員
会
答
申
の
実
現
に
向

け
、
組
織
・
運
営
、
会
員
制
度
、
財
政
基
盤

の
強
化
に
向
け
た
全
般
の
見
直
し
・
検
討
を

行
っ
た
。

ま
た
、
事
業
推
進
・
人
的
効
率
化
を
図
る

た
め
、
機
構
改
革
に
着
手
し
、
次
年
度
か
ら

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
企
業
や
団
体
等
へ
の
訪
問
活
動
や

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
取
り
組
ん
だ
。
さ
ら

に
、
会
館
機
能
を
活
用
し
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
近
隣
住
民
の
協
力
を
得

て
「
会
館
ま
つ
り
」
等
を
実
施
、
地
域
に
開

か
れ
た
福
祉
会
館
づ
く
り
に
努
め
た
。

貸
会
議
室
の
利
用
状
況
は
、
前
年
度
比

六
％
増
で
、
延
べ
利
用
人
数
は
前
年
度
よ
り

四
千
三
百
十
二
名
増
の
八
万
三
千
四
百
八
十

八
名
で
あ
っ
た
。

○
委
員
会
で
の
苦
情
受
付
は
二
十
三
件
、
相

談
受
付
四
十
七
件
と
前
年
度
よ
り
減
少
し
た

が
、
苦
情
で
寄
せ
ら
れ
た
五
件
に
つ
い
て
は
、

申
出
人
の
要
望
に
よ
り
、
事
業
所
の
事
情
調

査
を
実
施
し
、
苦
情
事
項
の
改
善
、
相
互
間

の
関
係
改
善
を
図
っ
た
。

ま
た
、
第
三
者
委
員
未
設
置
や
新
規
事
業

所
な
ど
へ
の
巡
回
訪
問
を
実
施
し
、
事
業
所

の
意
識
啓
発
、
適
切
な
対
応
を
要
請
し
た
。

さ
ら
に
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
運

営
監
視
業
務
に
お
い
て
は
、
初
め
て
基
幹
的

社
会
福
祉
協
議
会
の
現
地
調
査
を
行
い
、
改

善
事
項
に
つ
い
て
、
県
及
び
県
社
会
福
祉
協

議
会
に
文
書
で
申
し
入
れ
た
。

○
県
段
階
に
お
け
る
推
進
機
構
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
「
秋
田
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
推
進
委
員
会
」
で
は
、
評
価
機
関
の

認
証
に
関
す
る
業
務
と
各
評
価
項
目
の
基
準

の
検
討
・
作
成
、
評
価
調
査
者
の
養
成
な
ど
、

本
県
の
評
価
基
盤
の
確
立
に
努
め
た
。
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Ⅶ 

自
立
す
る
福
祉 

（
事
務
局
体
制
・
財
政
基
盤
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
化
を
目
指
し
て
） 

Ⅷ 

社
会
福
祉
会
館
の
効
率
的 

　 

　
管
理
・
運
営
を
目
指
し
て 

Ⅸ 

秋
田
県
運
営
適
正
化 

　
　
　
委
員
会
事
業
の
充
実 

（
秋
田
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
） 

収　入 支　出 

一般会計　事業活動収支計算書 

(自）平成19年４月１日　（至）平成20年３月31日 

（単位：円） 

一般会計　貸借対照表 

平成20年３月31日現在 

（単位：円） 

収　入 支　出 （資産の部） （負債の部） 

（純資産の部） 

（資産の部） （負債の部） 

（純資産の部） 

事
業
活
動
に
よ
る
収
支
の
部 

事
業
活
動
外
収
支
の
部 

特
別
収
支
の
部 

繰
越
活
動
収
支
差
額
の
部 

会費収入 

寄附金収入 

補助金収入 

助成金収入 

受託金収入 

事業収入 

共同募金配分金収入 

負担金収入 

雑　収　入 

引当金収入 

事業活動収入計(1) 

 

受取利息配当金収入 

会計単位間繰入金収入 

経理区分間繰入金収入 

事業活動外収入計(4) 

 

 

 

特別収入計(8） 

現　　金 

預　　金 

未 収 金 

立 替 金 

短期貸付金 

仮払金 

基本財産 
特定預金 
 
 

車両運搬費 
 
器具及び備品 
 
ソフトウエア 
 全社協退職共済
預け金 
福利協会退職金 
給付資金預け金 
事業振興準備 
積立特定預金 
事業振興積立 
特定資産 
災害ボランティア 
基金積立預金 

63,637,590 

9,666,877 

47,913,000 

10,926,400 

64,760,738 

30,717,524 

7,700,000 

25,046,200 

10,396,525 

15,629,070 

286,393,924 

 

511,549 

14,589,321 

9,525,037 

24,625,907 

 

 

 

0

60,881,980 

90,559 

59,387,564 

1,226,662 

177,195 

 

 

223,601,239 

3,000,000 

3,000,000 

220,601,239 

635,809 

4,571,758 

53,340 

103,472,520 

28,337,812 

38,500,000 

15,030,000 

30,000,000 

 

284,483,219

人件費支出 

事務費支出 

事業費支出 

分担金支出 

助成金支出 

負担金支出 

減価償却費 

退職給与引当金繰入 

 

 

事業活動支出計(2) 

 

経理区分間繰入金支出 

 

 

事業活動外支出計(5) 

 

 

固定資産売却損及び処分損 

特別支出計(9） 

149,610,103 

11,431,723 

87,767,510 

1,555,100 

6,890,417 

2,200,531 

1,600,934 

10,683,694 

 

 

271,740,012 

14,653,912 

9,525,037 

 

 

9,525,037 

15,100,870 

29,754,782 

257,164 

257,164 

△ 257,164 

29,497,618 

24,897,398 

54,395,016 

0 

0 

0 

0 

54,395,016

前期繰越活動収支差額(12） 

当期末繰越活動収支差額(13)＝(11)+(12） 

基本金取崩額(14) 

基本金組入額(15） 

その他の積立金取崩額(16) 

その他の積立金積立額(17) 

次期繰越活動収支差額(18)＝(13)+(14)－(15)+(16)－(17)

１．流動資産 6,854,481 

6,561,713 

292,768 

155,733,722 

127,395,910 

28,337,812 

162,588,203 

 

 

3,000,000 

3,000,000 

30,000,000 

30,000,000 

34,500,000 

19,500,000 

15,000,000 

54,395,016 

24,897,398 

29,497,618 

121,895,016 

284,483,219

未 払 金 

預 り 金 

 

全社協退職給与引当金 

福利協会退職給与引当金 

負債の部合計 

 

 

 

基本金 

 

災害ボランティア基金 

 

事業振興準備積立金 

事業振興積立金 

 

前期繰越活動収支差額 

当期活動収支差額 

純資産の部合計 

負債・純資産の部合計 

１．流動負債 

２．固定負債 

１．基本金 

２．基金 

３．その他の積立金 

４．次期繰越活動収支差額 

２．固定資産 

基本財産 

その他の固定資産 

資産の部合計 

事業活動収支差額(3)＝(1)－(2)

事業活動外収支差額(6)＝(4)－(5) 

経常収支差額(7)＝(3)+(6)　　 

特別収支差額(10)＝(8)－(9) 

当期活動収支差額(11)＝(7)+(10)　　 

Ｘ 

秋
田
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

　
　 

第
三
者
評
価
推
進
委
員
会 



秋
田
県
が
抱
え
る
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎

化
、
自
殺
の
多
さ
な
ど
の
福
祉
課
題
を
、
関

係
機
関
や
地
域
住
民
の
連
携
に
よ
り
解
決
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル

ケ
ア
推
進
事
業
」（
以
下
、「
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
」

と
い
う
）
が
平
成
十
七
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
目
標
と
し
て
、
秋
田
県

が
抱
え
る
福
祉
課
題
の
解
決
を
図
る
と
い
う

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
の
理
論
的

な
根
拠
と
な
っ
た
の
が
秋
田
県
社
会
福
祉
協

議
会
（
以
下
、「
県
社
協
」
と
い
う
）
が
平

成
十
四
年
度
に
策
定
し
た
「
秋
田
県
地
域
福

祉
活
動
計
画
〜
し
あ
わ
せ
サ
ポ
ー
ト
推
進
プ

ラ
ン
21
〜
」（
以
下
、「
活
動
計
画
」
と
い
う
）

で
あ
る
。

こ
の
活
動
計
画
で
は
、
社
会
福
祉
法
の
理

念
に
基
づ
き
、
個
人
の
人
権
や
尊
厳
に
基
づ

く
自
己
決
定
が
保
障
さ
れ
、
利
用
者
本
位
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
そ
の
人
ら
し
い
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
に
、
次
の
四
点
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
社
会

福
祉
協
議
会
（
以
下
、「
社
協
」
と
い
う
）
の
使

命
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
こ
れ

が
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
目
指
し
た
目
標
で
あ
る
。

一
　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
連
携
」

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
問
題
解
決
へ
の

情
報
提
供
と
総
合
相
談
機
能
の
発
揮
の
仕
組

み
づ
く
り

二
　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
住
民
参
加
」

高
齢
者
か
ら
障
害
者
、
児
童
な
ど
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
多
様
な
住
民

参
加
に
よ
る
支
え
合
い
の
人
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り

三
　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
利
用
者
本
位
」

身
近
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
仕

組
み
づ
く
り
や
利
用
者
本
位
の
総
合
的
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

機
能
の
発
揮

四
　
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
社
会
参
加
と
自
己
実
現
」

高
齢
者
・
障
害
者
の
持
っ
て
い
る
能
力
を

発
見
し
て
伸
ば
し
な
が
ら
社
会
参
加
に
結
び

つ
け
る
と
す
る
国
際
生
活
機
能
分
類
（
Ｉ
Ｃ

Ｆ
）
を
踏
ま
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
の
展
開

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
で
は
、
こ
の
４
点
を
踏
ま

え
、
住
民
参
加
を
図
り
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
を
機
能
強
化
さ
せ
、
縦
割
り
か
ら
横

断
的
・
総
合
的
に
住
民
の
抱
え
る
課
題
を
受

け
止
め
、
拠
点
と
人
づ
く
り
を
展
開
し
な
が

ら
地
域
福
祉
の
理
念
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
こ
れ
か
ら
の
社
協
の
戦
略
で
あ
る
と
し
、

四
つ
の
重
点
項
目
（
一．

総
合
相
談
・
生
活

支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
二．

福
祉
を
支
え

る
人
づ
く
り
、
三．

介
護
予
防
の
た
め
の
健

康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
、
四．

福
祉

に
よ
る
地
域
活
性
化
）
を
掲
げ
市
町
村
社
協

に
お
け
る
具
体
的
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
　
連
携

秋
田
県
と
県
社
協
と
い
う
県
レ
ベ
ル
で
の

連
携
が
緊
密
に
図
ら
れ
た
。
県
で
行
っ
て
い

る
自
殺
予
防
や
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
リ

ン
ク
す
る
部
分
が
多
く
、
福
祉
政
策
課
の
理

解
も
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
た
。

ま
た
、
県
が
平
成
十
七
年
三
月
に
策
定
し

た
「
秋
田
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
」
で
は
、

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
養
成
に
も
言
及
し
て

い
る
。

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
三
年
目
に
あ
た
る
平
成
十

九
年
度
に
は
、
県
と
の
共
催
に
よ
る
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携
に
よ
る
在
宅
生

活
の
実
現
を
目
指
し
た
「
地
域
ケ
ア
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
、
県
が
策
定
し
た
「
地
域

ケ
ア
体
制
整
備
構
想
」
の
中
で
も
ト
ー
タ
ル

ケ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

市
町
村
レ
ベ
ル
に
お
け
る
連
携
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
受
託
し
た
社
協
で
は

体
制
作
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
ほ
か
、

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
実
施
市
町
村

な
ど
、
す
で
に
福
祉
総
合
相
談
が
行
わ
れ
て

い
る
社
協
も
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
実
施

を
契
機
に
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
総
合

相
談
機
能
の
拡
充
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
一
方
で
、
ほ
と
ん
ど
の
社
協
で
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
受
託
し
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
支
援
を
要
す
る
方
々
の
情
報

共
有
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
総
合
相

談
窓
口
を
社
協
に
設
け
る
こ
と
に
対
す
る
疑

問
が
出
さ
れ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ

た
。

二
　
住
民
参
加

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
重
点
項
目
で
あ
る
「
総

合
相
談
・
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
」「
福
祉
の

人
づ
く
り
」
の
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
、
サ
ポ
ー
ト
運
営
委
員
会
が
市
町
村

社
協
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
大
き
な
前

進
が
見
ら
れ
た
。

サ
ポ
ー
ト
運
営
委
員
会
に
は
、
福
祉
関
係

者
の
み
な
ら
ず
一
般
の
住
民
の
方
々
も
委
員

と
し
て
参
加
し
、
地
域
の
福
祉
課
題
解
決
に

向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
具
体
的
な

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
や
地
域
防
災
マ

ッ
プ
作
り
に
つ
な
げ
た
社
協
も
あ
る
。

住
民
座
談
会
も
、
過
疎
化
な
ど
に
よ
り
地

域
の
支
え
合
い
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
地
域
で
支
え
合
う
こ
と
の
必
要
性

4

〜
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
三
年
間
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て
〜 

住
民
参
加
、
利
用
者
本
位
の

住
民
参
加
、
利
用
者
本
位
の 

　
　
　
　
　
　
地
域
福
祉
実
現
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
地
域
福
祉
実
現
の
た
め
に 
住
民
参
加
、
利
用
者
本
位
の

住
民
参
加
、
利
用
者
本
位
の 

　
　
　
　
　
　
地
域
福
祉
実
現
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
地
域
福
祉
実
現
の
た
め
に 
住
民
参
加
、
利
用
者
本
位
の 

　
　
　
　
　
　
地
域
福
祉
実
現
の
た
め
に 

三
年
間
の
取
り
組
み
を
通
し
て 

目
指
す
べ
き
方
向
は
ど
う
だ
っ
た
か 



支
援
セ
ン
タ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど

が
行
う
、
要
援
護
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
実

態
把
握
や
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
で
支
援
し
て
き
た

高
齢
者
と
対
象
が
重
な
り
、
社
協
が
行
っ
て

き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
が
見
え
に
く
く
な

っ
て
き
た
。

平
成
十
二
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た
社
会
福

祉
法
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る

住
民
が
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
社
会
活

動
に
参
加
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
地

域
福
祉
の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
、
地
域
住
民
や
社
協
な
ど
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
団
体
等
に
対
し
て
地
域
福

祉
の
推
進
が
明
記
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
制
度
改
正
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
総
合
的
な
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
の
必

要
性
が
、
県
社
協
に
設
置
さ
れ
た
「
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
事
業
委
員
会
」
や
「
小
地

域
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
委
員
会
」

の
報
告
書
で
示
さ
れ
た
。

報
告
書
で
は
、
社
協
に
期
待
さ
れ
る
機
能

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

の
展
開
や
そ
の
役
割
機
能
を
発
揮
す
る
専
門

職
の
配
置
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
を
通
し
て

実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
は
、
住
民
参
加
や
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
関
係
機
関
と

の
連
携
な
ど
、
中
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
三
年
間
の
指
定
で
終
了
す
る
の
で
は
な

く
、
引
き
続
き
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
重
点
項
目

を
視
点
に
置
い
た
事
業
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

総
合
相
談
・
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
い
て
は
、
県
が
打
ち
出
し
た
「
地
域
ケ

ア
体
制
整
備
構
想
」
を
踏
ま
え
た
関
係
機
関

と
の
連
携
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
な
ど
が
重
要
と
な
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
も
含
め
て
養

成
を
し
、
社
協
組
織
全
体
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
体
制

作
り
を
進
め
る
。

を
住
民
に
も
理
解
し
て
も
ら
う
よ
い
機
会
と

な
っ
て
い
る
。

介
護
予
防
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
（
以
下
、

「
サ
ロ
ン
」
と
い
う
）
の
設
置
も
進
み
、
町

内
会
・
自
治
会
な
ど
が
主
体
的
に
サ
ロ
ン
を

設
置
・
運
営
す
る
市
町
村
も
出
て
く
る
な

ど
、
介
護
予
防
意
識
の
高
ま
り
と
連
動
し
な

が
ら
住
民
参
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

三
　
利
用
者
本
位

個
別
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
対
応
を
図
る
た
め

に
、
総
合
相
談
・
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
た
。
組
織
を
あ
げ
て
ニ
ー
ズ
把

握
に
努
め
、
利
用
者
の
声
を
反
映
し
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
に
つ
な
げ
た
社
協
も
あ
る
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
の
実
践
を
通
し
て
、
現
状
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
中

心
と
し
て
い
る
と
い
う
状
況
を
、
地
域
の
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動
も
含
め
た
利
用
者
本

位
の
総
合
的
な
生
活
支
援
に
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
た
が
、
現
状
で
は
関
係
機
関
の

連
携
が
ま
だ
不
十
分
な
ど
に
よ
り
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

四
　
社
会
参
加
と
自
己
実
現

国
際
生
活
機
能
分
類
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
）
を
踏
ま

え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

実
践
を
と
お
し
て
そ
の
実
現
を
目
指
し
た
。

国
際
生
活
機
能
分
類
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
）
と
は
、

ど
れ
だ
け
社
会
参
加
し
て
い
る
か
、
ど
れ
だ

け
能
力
を
生
か
し
て
活
動
し
て
い
る
か
と
い

う
生
活
上
の
生
活
機
能
に
障
害
が
生
じ
て
い

る
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
で
分
類
す
る
も
の

で
あ
る
。

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
実
施
に
よ
り
、
サ
ポ
ー

ト
委
員
会
の
設
置
や
サ
ロ
ン
の
設
置
な
ど
を

通
し
て
地
域
社
会
と
の
接
点
を
も
つ
人
は
確

実
に
増
え
た
。

た
だ
、
特
に
高
齢
者
の
場
合
、
趣
味
や
特

技
が
な
い
な
ど
と
い
う
傾
向
に
あ
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
な
ど
を
通
し
た

自
己
実
現
を
図
る
方
向
が
必
要
で
あ
る
。

昭
和
五
十
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
活
動
は
、
老
人
の
孤
独
死
対
策
と
し
て

始
ま
り
、
見
守
り
活
動
を
中
心
と
し
た
活
動

か
ら
、
当
事
者
や
支
援
者
の
声
か
ら
地
域
の

課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
そ
れ
を
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
政
策
提
言
に
つ
な
げ
る
活
動
と
な
っ

て
い
っ
た
。

一
方
で
、
高
齢
化
・
過
疎
化
に
よ
り
高
齢

化
が
高
い
地
域
で
は
協
力
員
の
確
保
が
難
し

い
、
介
護
保
険
の
実
施
に
よ
り
個
人
情
報
の

把
握
が
難
し
く
な
っ
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
が
機
能
す
る
か
否
か
は
在
宅
福
祉
相
談
員

の
技
量
や
熟
練
度
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＝
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
見
守
り
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
し

ま
っ
た
、
な
ど
の
課
題
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
在
宅
介
護

5

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
基
盤
と
な
る 

　
　 

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」
の 

　
　
　
　
　   

機
能
再
確
認
が
必
要 

今
後
の
方
向
性 

藤里町社協で実施している出張「元気の源さん」。
住民の声に応え、多様な形態で実施しているのが特徴だ
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共同募金配分金充当事業の 

実施内容と成果 

共同募金配分金充当事業の 

実施内容と成果 

【
特
別
配
分
金
事
業
】 

【
一
般
配
分
金
事
業
】 

ま
た
、
住
民
参
加
（
人
づ
く
り
）
や
サ
ロ
ン

作
り
な
ど
の
住
民
主
体
の
地
域
活
動
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
次
の
三
点
に
ポ
イ
ン
ト
を
置

く
こ
と
で
地
域
の
福
祉
力
が
高
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

(

一)

地
域
福
祉
活
動
推
進
の
基
盤
作
り
（
組

織
づ
く
り
）

町
内
会
・
自
治
会
福
祉
部
、
地
区
福
祉

推
進
協
議
会
等
の
組
織
づ
く
り

(

二)

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
（
計
画
づ

く
り
）

小
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

(

三)

地
域
福
祉
を
担
う
人
材
の
養
成
（
人
づ

く
り
）

福
祉
員
、
福
祉
協
力
員
の
配
置
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
養
成

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
で
目
指
し
た
方
向
性
は
、

国
の
「
地
域
福
祉
活
性
化
事
業
」
に
お
け
る

地
域
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
な

ど
、
政
策
的
な
方
向
性
と
も
合
致
し
て
い
る
。

県
社
協
と
し
て
も
、
引
き
続
き
市
町
村
社
協

担
当
職
員
を
配
置
し
、
市
町
村
社
協
と
協
働

で
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

6

一．

車
い
す
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
「
あ
き
た
車

い
す
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

秋
田
県
内
の
福
祉
施
設
・
家
庭
・
病
院
な

ど
で
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
車
椅
子
等
の
提

供
を
呼
び
か
け
、
県
内
の
工
業
高
校
生
た
ち

が
修
理
・
整
備
、
国
内
外
へ
の
寄
贈
す
る
事

業
で
同
じ
活
動
を
し
て
い
る
全
国
の
高
校
生

と
の
交
流
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
意

識
の
啓
発
・
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
あ
り
、
今
年
度
は
、
全
国
に

呼
び
か
け
技
術
交
流
会
を
実
施
す
る
な
ど
啓

発
に
努
め
た
。

二．
「
障
害
者
等
サ
ポ
ー
ト
支
援
事
業
」

の
実
施

一．

精
神
障
害
者
を
対
象
と
し
た

「
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」
の
開
催

平
成
一
九
年
度
秋
田
わ
か
杉
大
会
（
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）
が
開
催
さ
れ
、

横
手
市
会
場
で
は
、
精
神
に
障
害
を
持
つ

方
々
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
オ
ー
プ
ン

参
加
競
技
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

外
の
選
手
、
応
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交

流
を
図
る
た
め
「
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」
を

開
催
し
交
流
推
進
を
は
か
っ
た
。

二．
「
自
立
支
援
の
た
め
の
支
援
研
究

事
業
」（
法
人
後
見
制
度
推
進
事
業

の
実
施
に
向
け
て
）

法
人
後
見
の
推
進
を
図
る
た
め
に
仕
組

み
を
研
究
し
、
本
県
に
お
け
る
成
年
後
見

制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
市
町
村

社
協
職
員
の
研
修
を
実
施
し
た
。

三．

市
町
村
社
協
強
化
支
援
活
動
事
業

全
県
的
に
進
め
て
い
る
「
地
域
福
祉
ト
ー

タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
」
を
全
県
下
に
普
及
さ

せ
る
た
め
に
は
、
あ
ら
た
め
て
新
社
協
に
お

け
る
多
様
な
住
民
参
加
の
支
援
と
小
地
域
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に
向
け
た
社
協
活
動
の

展
開
、
方
向
づ
く
り
を
目
標
と
す
る
「
地
域

福
祉
活
動
計
画
」
の
策
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。

全
県
に
普
及
す
る
た
め
藤
里
町
、
に
か
ほ
市
、

東
成
瀬
村
の
各
社
会
福
祉
協
議
会
を
モ
デ
ル

地
区
に
指
定
し
策
定
支
援
の
推
進
を
図
っ

た
。

四．

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
指
定
事
業

学
童
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事

業
。
平
成
一
九
年
度
は
、
小
学
校
八
校
、
中

学
校
五
校
、
高
校
一
校
の
計
十
四
校
を
指
定

し
取
り
組
み
を
し
た
。

五．

市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
機
能

強
化
モ
デ
ル
事
業

大
館
市
、
男
鹿
市
、
湯
沢
市
、
鹿
角
市
の

各
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
し
、
運
営
委
員

会
の
開
催
な
ど
市
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
機
能
の
整
備
を
図
っ
た
。

地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
の
実
施

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
の
支
え
あ
い
を
め

ざ
し
た
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業

の
三
年
目
は
、
二
十
五
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
の
実
践
に
、
延
べ
八
十
二
回
の
役
職
員

に
よ
る
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
養
成
事
業
を
実
施
し
た
。

昨
年
度
は
、
共
同
募
金
会
か
ら
一
般

配
分
五
七
〇
万
円
、
特
別
配
分
二
〇
〇

万
円
の
配
分
を
受
け
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

推
進
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の

推
進
を
図
っ
た
。
主
な
事
業
実
施
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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瑞
宝
単
光
章
　
鈴
木
彪
四
郎 
氏 

　
こ
の
た
び
春
の
叙
勲
に

お
い
て
、
本
会
副
会
長
鈴

木
彪
四
郎
氏
（
秋
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
長
、
前
秋

田
県
民
生
児
童
委
員
協
議

会
長
）
が
永
年
に
わ
た
る

社
会
福
祉
功
労
に
よ
り
瑞

宝
単
光
章
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

栄えある受章 
秋田県福祉保健研修センター研修予定 

福祉保健 研修センターＴEL ０１８－８６４－２７７５ 

研修に関する情報は、秋田県社協ホームページでもご覧になれます。  
トップページ（http://www.akitakenshakyo.or.jp）  
　　「福祉保健研修センター」 

※開催日は講師等の都合により変更になる場合があります。 

＜一般研修＞ 
日　程 

 ８月19日(火)～20日(水) 

 ８月21日(木)～22日(金) 

 ８月26日(火)～27日(水) 

 ９月 ２日(火)～ ３日(水) 

 ９月 ９日(火)～10日(水)

指導者研修Ⅰ（組織性） 

施設等相談援助職員中堅研修①（専門性） 

福祉保健施設・事業者等職員中堅研修（専門性） 

地域福祉関係職員研修 

福祉保健施設・事業者等職員 

中堅研修Ⅱ（組織性） 

研　修　名 

＜資格取得関係研修＞ 
日　程 

 ７月20日(日) 

 ８月29日(日)～30日(土) 

 ９月12日(金)、13日(土)

介護支援専門員実務研修受講試験　準備講習会・模擬試験 

※1日目～3日目　講義／4日目　模擬試験 

（9/12、13のいずれか1日選択） 

研　修　名 

＜認知症関係研修＞ 
日　程 

 ８月20日(水) 

 ９月 ４日(木)

認知症介護実践者研修（第1回）（まとめ） 

認知症対応型サービス事業 

管理者研修（第1回） 

研　修　名 

問い合わせ先 

〜
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
　
　
　
　
　
活
動
紹
介
〜 

シ
リ
ー
ズ 

向
日
葵
の
会

向
日
葵
の
会
（
秋
田
市
）

（
秋
田
市
） 

向
日
葵
の
会
（
秋
田
市
） 

ひ
ま
わ
り 

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
と
そ

の
家
族
の
保
育
介
助
の
活
動
を
始
め
て
十
四

年
に
な
り
ま
す
。
会
の
結
成
の
き
っ
か
け
は

障
害
児
を
持
つ
友
人
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
で
し
た
。

他
の
兄
弟
が
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
付
き
添

い
を
頼
ま
れ
友
人
と
二
人
交
替
で
付
き
添
っ

た
の
で
す
。
そ
の
時
、
他
に
も
手
助
け
を
必

要
と
し
て
い
る
母
親
達
が
大
勢
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
障
害
を
持
つ
子
に
手
が
係
り
、

他
の
兄
弟
の
学
校
行
事
に
参
加
で
き
ず
寂
し

い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
事
、
自
分
自
身
も
病

院
に
行
け
な
い
事
、
車
の
免
許
を
取
り
に
行

き
た
い
事
…
。
困
っ
て
い
る
母
親
達
の
様
子

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
母
親
と
し
て
子
ど

も
を
思
う
気
持
ち
は
一
緒
で
す
。
ほ
ん
の
少

し
で
も
私
た
ち
が
役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
れ

ば
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
し
た
。
よ
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
を
作
ろ
う
!!

そ
し
て
一
年

後
、
同
じ
思
い
を
も
っ
て
一
緒
に
活
動
し
て

く
れ
る
仲
間
十
五
人
で
「
向
日
葵
の
会
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
活
動
し
て
行
く
う
ち
に
力
に
な

れ
れ
ば
な
ど
、
お
こ
が
ま
し
か
っ
た
で
す
ね
。

お
母
さ
ん
達
の
パ
ワ
ー
の
方
が
ず
っ
と
ま
さ

っ
て
い
ま
し
た
。
何
か
を
越
え
た
人
の
持
つ

「
や
さ
し
さ
」
な
の
で
し
ょ
う
か
、「
強
さ
」

「
ふ
れ
あ
う
な
か
で
」

畠
山
順
子

な
の
で
し
ょ
う
か
、
お
付
き
合
い
を
通
し
て

私
達
の
ほ
う
が
慰
め
ら
れ
、
癒
さ
れ
て
い
る

事
に
気
付
か
さ
れ
た
の
で
す
。
子
ど
も
達
と

向
き
合
い
な
が
ら
人
間
の
原
点
に
触
れ
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
た

の
で
す
。

活
動
は
多
い
と
き
は
一
ヶ
月
で
延
人
数
が

五
十
人
程
に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。
仕
事
を

し
な
が
ら
の
会
員
も
多
く
、
全
て
の
要
請
に

応
え
ら
れ
ず
お
断
り
す
る
事
な
ど
大
変
な
面

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
障
害
を
持
っ

て
い
な
い
子
ど
も
達
に
「
障
害
」
と
言
う
事

に
関
心
を
持
ち
、
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
動
を
続
け
て
い
ら
れ
る
事
に
感
謝
を
し
、

子
ど
も
達
の
笑
顔
と
お
母
さ
ん
達
の
元
気
を

分
け
て
も
ら
い
息
の
長
い
活
動
を
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

より良い活動を目指して…
会議中の「向日葵の会」メンバー
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「福祉の就職ミニフェア2008」を開催します 

「平成20年度福祉のしごとセミナー」を開催します 

「福祉の就職総合フェア2008in秋田」の日程が決まりました 

　福祉職場への就職を希望している方や福祉の仕事に関心のある方と、求人事業所の採用担当 

者とが直接面談しながら求人の状況や採用方針などについて話を聞くことができます。  

  福祉人材を求めている事業所の方、福祉分野での就職活動をされている方は是非ご参加ください。 

　福祉の仕事に関心のある方や福祉関係の資格を取得したい方などが、社会福祉施設職員から職場

や仕事の内容の説明を受け、県内の福祉職場の現状や、資格取得方法などについて話を聞くことが

できます。 

秋田県内全域を対象に、「福祉の就職総合フェア2008in秋田」を次の日程で開催します。  

福祉人材を求めている事業所や、福祉職場への就職を希望される方は、この機会に是非ご参加ください。 

また、当日は福祉の仕事や資格に関する相談コーナーを設置し、求職者の方々の就職活動を支援します。 

参加費 
無料 

昨年度のミニフェアの様子 

昨年度の総合フェアの様子 

開催日時 

参加対象 

参加対象  福祉に関心・興味のある方 

【北秋田会場】平成20年８月30日（土） 
　　　　　　　北秋田市交流センター 
【横 手 会 場】平成20年９月　６日（土） 
　　　　　　　横手セントラルホテル 

【事業所】●介護職員やホームヘルパーなど、職員を募集している事  

   　　　　　業所の採用担当者 

　　　　　●新規正規職員など採用予定のある事業所の採用担当者 

【求職者】●専門学校以上の最終学年の学生や一般の方で、福祉の  

　　　　　　仕事に就きたい方や福祉関係の有資格者 

開催日時 

会 　 場  

平成20年10月8日（水） 

秋田ビューホテル　飛翔の間 

（予定） 

参加対象 ●福祉人材を求めている求人事業所 
●福祉職場への就職を希望される一般の方 
●来春大学・短大・専門学校を卒業される学生 
 

開催内容 ●求人事業所との個別面談 
●ハローワーク等による求人情報提供や求職相談 
●福祉資格取得についての相談 
●フレッシュワークAKITAによる職業適性診断 
●県福祉保健人材センターによる職業相談や求職登録 
 

受付開始：9時30分から  
面談時間： 
　　　10時から14時まで 

県北(北秋田)・県南(横手)会場 中央(秋田)会場 

8
30 6土 

9
13 土 

9
土 

●受 付 開 始…12時30分から 

●セミナー開始…13時から 

 

●秋田県社会福祉会館 2階展示ホール  

●受 付 開 始…9時30分から  

●セミナー開始…10時から 上記ミニフェアと同日・ 
同会場で開催 

【受付時間】13時から16時 
【面談時間】13時30分から16時30分（随時入退場可能） 

秋田県福祉保健人材センター ＴEL ０１８－８６４－２８８０ 上記に関するお問い合せは 
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平成20年度事務局体制 
本会あり方検討委員会の答申を踏まえ、四月から事務局が二部体制に改編になりました。 

部　名 

総務企画部 

地域福祉部 

１
　
階 

２
　
階 

５
　
階 

担当名 主な業務内容 電話番号 

総務経理担当 

生活相談支援担当 

会館管理担当 

施設経営・団体支援担当 
 

福祉保健人材・研修担当 

地域福祉・ボランティア 
振興担当 

企画情報・福祉サービス 
評価担当 

法人運営（定款・諸規程、会計、役員会等）、福祉医療

機構退職共済、善意銀行 

社会福祉大会、広報、地域福祉推進委員会、 

福祉医療機構地方分助成、第三者評価事業等 

生活福祉資金貸付事業（離職者支援資金、要保護世帯長

期生活支援資金含む）、地域福祉権利擁護事業、ふれあ

い安心電話システム推進事業 

秋田県社会福祉会館の管理・運営、秋田県心身障害者総

合福祉センターの管理 

市町村社会福祉協議会支援、地域福祉トータルケア推進

事業、民生委員・児童委員活動の支援、ボランティア・

市民活動の振興 

社会福祉法人(施設)の経営相談・指導、県社会福祉施設

経営者協議会の支援、社会福祉施設協議会・団体活動の

支援 

研修事業の企画・実施、福祉保健人材の登録・斡旋、福

祉保健人材の養成 

u 018-864-2711 

u 018-864-2712 
u 018-864-2740 
    （評価事業） 

u 018-864-2713 

u 018-864-2797 
    （福祉生活サポートセンター） 

u 018-864-2700 

u 018-864-2714 

u 018-864-2798～9 
   （ボランティアセンター） 

u 018-864-2715 

u 018-864-2707 
   （福祉施設経営指導センター） 
 

u 018-864-2775 
   （福祉保健研修センター） 

u 018-864-2880 
   （福祉保健人材センター） 
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便
」
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き
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便
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「
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き
ん
特
別
便
」 

年
金
記
録
の
確
認
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ご
協
力
く
だ
さ
い 

新
刊
図
書
の
ご
案
内

新
刊
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案
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●
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域
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け
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新
た
な
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に
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福
祉
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４
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５
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５
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３
５
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底
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先
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り
組
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三
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福
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書
等
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を
希
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さ
れ
る
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は
、

本
会
総
務
企
画
部
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で
御
連
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く
だ
さ
い
。

【
平
成
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十
年
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月
〜
六
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」
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〇
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待
◎
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魁
新
報
社
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レ
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ス
秋
田
公
演
事
務
局
　
様

「
キ
グ
レ
サ
ー
カ
ス
秋
田
公
演
」

福
祉
施
設
招
待

◎
物
品
配
分
◎

・
「
大
相
撲
秋
田
場
所
」
招
待
券
を

秋
田
県
内
社
会
福
祉
施
設
二
十
七
カ
所
へ

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
御
寄
附
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
や

障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
な

ど
に
活
用
す
る
「
一
般
寄
附
」
と
、
寄
附

者
が
使
途
を
特
定
す
る
「
指
定
寄
附
」
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
社
協
総
務
企
画

部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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● 

● 

問
い
合
わ
せ
先 

● 

● 

秋田県社会福祉協議会 
                 　　総務企画部 

０１８-８６４-２７１１ 

soumu@akitakenshakyo.or.jp 

秋田市旭北栄町１ー５ 

住　　所 

電話番号 

メールアドレス 

「大相撲秋田場所」招待券贈呈式

善
意
の
募
集
に
つ
い
て 

善
意
の
募
集
に
つ
い
て 

六
月
か
ら
、
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
・

加
入
者
の
方
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が

送
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

の
方
、
地
域
で
関
わ
り
の
あ
る
方
な
ど
の

年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が

な
い
か
、
ご
一
緒
に
十
分
な
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

多
く
の
方
が
ご
回
答
で
き
る
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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